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「遊び」を通した幼稚園教育実践の幼・小一貫教育に向けた可能性

一幼稚園教育の 5領域の編成と「トータル支援」を通した幼児教育への方法論的検討一

武田喜乃恵 1) 浦崎武1)

Possibility of the Consistent Educational Practice to an Elementary 

School sased on the Play of the Kindergarten Education 

: Organization of 5 Domain of The Kindergarten Education 

And Consideration of A New Approch to Infant Education 

Based on“Total Support" 

Kinoe TAKEDA 1) Takeshi URASAKI 1) 

要約

「トータル支援」における幼稚園の幼児への応用、幼児教育の方法の確立をめざし、支

援教育の企画の具体的な実践を通して幼稚園での取り組みへの応用について考察した。

さらに幼稚園での実施に向けて幼稚園教育要領への位置づけとして、「健康」、「環境」、「人

間関係」、「言葉」、「表現」の 5領域の各領域への応用を検討した。その結果、幼児期か

ら学童期を対象にしてきた「トータル支援」の実践を幼稚園教育の 5領域において位置

づけて実践することが可能であり、その成果が生じると考えられた。幼・小の一貫した

移行期の教育への有効性を確認することができた。

1 .はじめに

幼稚園教育要領の第 1章総則の第 1幼稚園教

育の基本の 1において「幼児は安定した情緒の下

で自己を十分に発揮することにより発達に必要な

体験を得ていくものであること」、「幼児の主体的

活動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開され

るようにすること」、 2において「幼児の自発的

な活動としての遊びは、の調和のとれた発達の基

礎を培う重要な学習である」、「遊びを通しての指

導を中心として…(中略)ねらいが総合的に達成

される」、 3において「幼児の発達は、心身の諸

側面が相互に関連し合い、多様な経過をたどって

成し遂げられていくものであること」、「幼児一人

一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導を

行うようにする」としている(幼稚園教育要領、

2008)。また、第 2教育課程の編成には「幼稚

園生活を通して、生きる力の基礎を育成する」、「幼

1)琉球大学教育学部
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稚園はこのことにより、義務教育及びその後の教

育の基礎を培うものとする」としている(幼稚園

教育要領、 2008)。

幼稚園教育要領の第 l章の総則にある幼稚園教

育の基本と教育課程において「幼児一人一人の特

性に応じ、発達の課題に即した指導」、「生きる力

の基礎の育成J、「その後の教育の基礎を培う」と

する内容は、琉球大学の発達支援教育実践センタ

ーで実施してきた幼児期から学童期の発達の遅れ

や発達障害のある子どもたちの集団の場での支援

教育と共通の方向性を有するものである(浦崎・

武田、 2016a)。

その幼児期から学童期を対象としてきた集団支

援の活動の企画やその実践の方法を幼児教育に取

り入れることにより、幼児期から学童期の子ども

たちを対象にする幼・小一貫した支援教育の方法

を確立することができると考えられる。さらに子

どもたちの発達的視点在考慮した肯定的な自己感
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覚を形成し、幼児教育から小学校教育への子ども

たちの安心、安全な移行をも可能とすることが推

測される。

琉球大学の発達支援教育実践センターでは幼児

期から学童期の支援の必要な子どもたちへ「トー

タル支援教室」による集団支援(以下、 TSG)を

行ってきた(浦崎ら、 2010a)0TSGは子どもた

ちの育ちと学びについて発達的視点を取り入れ

た「遊び」を通して行ってきた支援教育の方法で

ある(浦崎、 2010b)。武田 (2015)は今までそ

の経過と方法を子どもたちへの実践を行い、その

成果を確認してきた。特に幼児期から学齢期の発

達が気になる子どもたちゃ広汎な発達の障害を

示す知的に高い自閉症スペクトラム障害児にお

ける支援教育への効果が確認されている(武田、

2013)。

知的に高い自閉症スペクトラム障害児にとって

9歳、 1 0歳は、「心の理論」を獲得する重要な

時期である。別府 (2007)は、知的に高い自閉

症スペクトラム障害児は他者の心が言語能力の発

達により突然、他者の心に敏感になり「自分はど

うみられているかJを強く意識する。他者との関

わりが生まれてくる自閉症児のユニークな部分に

他者が抵抗を示すことに気づき対人不安を強くす

る(辻井、 1999)0I心の理論」の獲得はかえっ

て心理的混乱を生むことが多々ある。そのような

心理的混乱は対人関係に関する苦手意識や抵抗感

を作り出す等2次障害を引き起こしやすい。仲間

意識を抱く、 9歳、 10歳の時期は、発達に偏り

や特徴がみられる子どもたちにとって大きな試練

の時期となっている。

TSGでは「自分はどうみられているか」という

ことが過敏になる時期に、他者とより良い関わり

ができる場を保障し、肯定的な自己意識を形成す

ることを大切にしてきた。他者とともにある場を

共有し、活動することになるが、その際、支援者

が子どもたち同志の関わりをサポートすることが

必要となる。そのため支援者が彼らにとっての「重

要な他者として関係性老形成すること」が支援を

進める上での重要な課題となる。そして、その信

頼できる重要な他者との関係性を支えに「参加し

ている仲間と何かを共有するJための企画に参加

する(浦崎ら、 2008)。

今までその支援教育を行う企画の要素として支

援チームでは「遊びJを取り入れてきた(浦崎ら、

2009)0 i遊び」は彼らの自発性を引き出すこと

ができると同時、子どもたちの発達を結果として

促進させるものである。 TSGでは集団企画に参加

することで子どもたちなりの快の共有経験を積む

ことを大切にし、企画は必ず参加しなければなら

ないものではなく、子どもたちが企画に参加しな

くても子どもたちなりに主体的な手ごたえのある

体験を得ることを優先してきた。このような徹底

した主体性を重要視する「遊び」による体験活動

を幼児教育から小学校教育へのつなぎ目としてし

たい。

また、 TSGによる「遊びJを通した快の経験は

心の理論を獲得する 9歳、 1 0歳の時期の他者と

の安心・安全な関係性を形成し、肯定的な自己感

覚を形成するためには有効な取り組みである。そ

の年齢に達する時期よりも早期の幼児期に他者と

の関係性に基づく TSGの取り組みをすることは

子どもたちの心理的混乱を未然に防ぐことができ

る。 TSGにおいて、そのような発達的視点による

支援教育の方法を幼児教育の方法論として確立す

ることにより、幼稚園教育の 5領域の編成に基づ

いた小学校の教科教育へと一貫した「遊び」を通

した幼稚園教育の方法および心理的混乱の予防へ

と結びつけたい。

そこで TSGにおける幼稚園の幼児への応用、

幼児教育の方法の確立をめざし、以前に実施した

支援教育の企画の具体的な実践を通して、今後、

幼稚園での取り組みおよび、幼児教育への応用につ

いて考察する。さらに幼稚園での実施に向けて幼

稚園教育要領への位置づけとして、「健康」、「環

境」、「人間関係」、「言葉」、「表現」の 5領域の各

領域への応用を検討する。

本研究では「遊び」を中心に据えて幼児、児童

を対象に行った TSGの集団企画「まちを作って

遊ぼう」を幼稚園の 5領域に焦点を当てて検討

することにより、小学校における教育へと繋がる

幼児教育の方法および学校教育への位置づけの可

能性を考えてみたい。

11.方法

1. トータル支援教室の実施と考察の手続き

支援の企画における題目、支援の目的、集団支

援の構造、支援計画、活動内容・展開、用意する

ものは以下のとおりである。通常、活動を始める

前に進行・企画担当支援から集団担当支援員へ企

画の説明があり、 1 5分程の支援や配慮について

の打ち合わせを行う。活動終了後は実践記録者し、

事後のミーティングを行う。

( 1 ) トータル支援教室の実施

当センターでは今まで、「トータル支援教室」

における個別支援、集団支援活動による重要な他
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者との関係性の形成が与える影響について実践事

例を通して検討してきた。特に 2006年からは、

教員、保育士、特別支援教育支援員、学生等の発

達障害者への支援に携わる存在を広く支援者とし

て位置づけ、発達障害者にとっての重要な他者と

なり、その関係性を活かした発達障害者への支援

を行う活動の場を立ち上げ、そこでの支援を実践

しその成果を検討してきた。離島・へき地の学校

や日常生活のなかで心がけ、「実践に有効となる

力とは何か」、「子どもたちの発達や成長に繋がる

支援とは何か」ということをあらゆる支援アプロ

ーチの基礎となり、かつ発達支援教育に大切なエ

ッセンスを包括し活かす実践力を模索してきた。

今回は、集団支援他者との関わりを苦手とするこ

とにより様々な発達の滞りや不適応を起こしてい

る支援を必要とする子どもたちにとって大切な支

援となる「他者と関わる力をどのように支え、育

てるか」という発達障害のある子どもたちの社会

性の発達を大切にトータル支援教室を実施してい

る。

1)題目

みんなのまちをつくって、あそぼう

2)支援の目的

①子どもたちに楽しい世界を提供する。②安心

できる他者との関わりを育てる。③仲間と関わろ

うとする意欲を引き出す。④仲間と遊びを共有す

る経験を積み上げる(楽しい活動のなかでルール

を共有する。社会的振る舞いを学ぶ)という 4点

を集団支援活動の目的とする。特に浜田(1999)

が述べている子どもたちの「手持ちの力を使う」

体験を積むことを大切にする。

3)集団支援の構造

当センターでは通常、 45分(1 8時45分

...._ 1 9時30分)を 1セッションとして月 2回行

っている。集団支援の前には個別支援が行われて

おり(1 8時...._1 8時40分)、個別支援が終わ

り次第集団支援を行っている。今回は、離島地域

で、行った集団支援の実践であるので 1セッション

60分間で行った。集団支援は全体のなかの個人

を意識した支援であり、彼らが苦手とする集団活

動のなかで安全な護りを保障し、かつ個人が自分

らしさを表現できる雰囲気を大切にし、彼らが苦

手とする集団の場で他者とともに過ごし、共有体

験を積み易い構造が必要である。八重山教育事務

所においての支援会場は縦約20メートル、横約

1 0メートルの会議室の椅子や机を移動させて活

動ルームとした。
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(2)支援の計画

1 )支援方針

集団に参加する支援者は担当の子どもとユニッ

トを形成し活動に参加する。バラバラに行動する

たくさんのユニットを無理に一緒にしようとせず

に独自の動きが形成できるようにする。担当の支

援者に護られることにより、集団のなかで脅かさ

れずに他者と関わる経験をし、お互いが楽しみを

共有できるようにする。そのような活動を通して

他者との関係性を育むことにより社会性の発達の

促進、および彼らが苦手とする社会適応のための

素地を形成できるように支援する。

2)支援スタッフ

支援メンバーは集団支援の進行・企画者の特別

研究員 1名(武田:支援者 D)、サブ進行者の現

職小学校教員 1名(支援者A)、現職小学校教員

の支援者 4名(支援者B、支援者 C、支援者E、

支援者 H)、学生支援者2名(支援者G、支援者 F)、

全体の運営を行う大学教員 1名(浦崎、ディレク

ター)で計9名である。

3)支援対象児と担当支援者

集団支援は大学においては通常、小学生から中

学生の 10名前後の参加により行われている。今

回の集団支援活動への参加者は幼稚園生から小

学生 11名であった。支援対象となる子どもは A

児(小5、男児、 ADHD)は支援者B、B児(小

l、男子、自閉症)は支援者H、C児 (3歳、男子、

発達の遅れ)は支援者E、D児(小 1、男子、ダ

ウン症)は支援者C、E児(小 1、男子、自閉症)

は支援員D、F児(幼稚園、男子、発達障害)は

支援者D、G児(小3、女子、言語障害)は支援

者C、H児(小 1、男子、多動傾向)は支援者F、

I児(小3、男子)は支援者A、J児(幼稚園、男子)

は支援者G、K児(小3、男子、学習障害)は支

援者Aであり、幼稚園、小学校の低学年が中心を

占めている。(障害名は必ずしも実際の医療機関

による診断に基づくものではなく、行動観察や心

理検査などの情報に基づく傾向による判断で表し

ている。ここでの記述はあくまでもこの研究に登

場する集団支援参加対象児による構成集団や子ど

もたちの特徴を分かり易くするための必要最小限

の情報の記述に留めた)。

(3)支援記述と考察の手順

1)実践記録

・集団支援の活動のなかで子どもたちの行動記

録、および活動の様子を撮影する。ここでは、

支援者と子どもたちとの関係性の様子、支援

の効果を検討することが目的であるため集団
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支援の取り組みのなかの自然な文脈を重要視

した支援者による記録を用いる。

-複数のエピソード記録の中から集団支援とし

ての「企画の展開と支援の工夫」、「それぞれ

の子どもたちの反応と支援者の支援の工夫」

が検討可能な重要と思われるエピソードを抽

出する。その場合、エピソードは支援者と子

どもたちあるいは子どもと子どもの関係性に

焦点在当てたものとする。エピソードは行動

の前後の文脈が分かるように支援者の記述し

た行動観察記録と小考察をそのまま利用する。

2)分析と考察

分析は支援者によって記述された子ど、もたちの

取り組みのエピソードから「企画の展開と支援の

工夫」に焦点を当てて「工夫」、「子どもたちの様

子」、「小考察」、「幼稚園での応用についての小考

察」の項目に分けて記述、考察し、最後に総合的

に考察をする。

(4)支援の企画

今回はそれぞ、れのグ、ループ(基本的には支援者

l人と子ども l人で 1グループ)でオリジナルの

建物や車、人、自然などまちにあるものを思い思

いに作り、グループで小さなまちを完成させたあ

とに、それぞれのまちを合体させ一つの大きなま

ちを作り、そのまちでみんなで遊んでみようとい

う活動です。それぞれのまちづくりは個人的な作

3)活動の流れ

業になる部分もありますが、最終的には、みんな

がいて初めて大きなまちが完成するというものな

ので、みんなで作り上げたという達成感や満足感

も得ることができます。また、支援者との 1対 1

の関わりから、それぞれのまちをつなぎ合わせた

後では、他の人のまちへ行き来したり、他の人が

自分のまちへ来たりすることで自然なかたちで他

の子どもや支援者とも関わりが広がりやすいと思

われます。

1 )支援者の心構え

①集団でいることを大切』こする。 ②一人ひとり

の思いを尊重する。 ③支援者も活動を楽しむ。

2)ねらい

①まちづくりを通して他者と関わり、子ども同士

あるいは支援者と楽しみを共有すること

②それぞ、れのグ、ルーフ。で作った小さなまちをつな

ぎ合わせ、みんなで一つのまちを作り上げる達

成感を味わうこと

活動内容 子どもたちへの配慮・支援の手立てなど

l 活動場所に集まる (3分) -集まりやすいようにブルーシートを敷いてそこに集まるよう

-靴を脱いでブルーシートの上に集まる にする。
-集まることが難しい場合は、無理せず、いやすい場所にいて
もいいので、始めることができる子どもから個別に声かけし
ていく。

2 今日の活動内容を知る (5分) -見てわかるように活動内容「みんなでまちをつくって遊ぼ、う」

「みんなでまちをつくって、あそぼ、う tJ を掲示する。
-興味やイメージを持ちやすいように家や車などの見本を見せ
る

-活動場所の確認・安全面の注意(カッターの使用)

3 まちをつくろう (20分) -作ることが苦手な場合は、見本の家や車を使ってまちづくり

-まちの土台となる裏白ボールや材料を取 を始めたり、見本で遊ぶことから始めてもいい。

り、それぞれのグループに分かれてまち -子どもの発想を大切に、待ったり、見守ったり、ちょっと手

づくりをしよう を差し伸べたり、一緒に作品を作ったり…

4 それぞれのまちを合体させて、大きな -合体させた後も、作る作業を続けてもいい。
まちで遊ぼう (25分) -遊びに使えそうな見本(車・人・動物・食べ物・お金…)も用意

-所定の場所でまちをつなぎあわせよう -どんなふうに遊ぶか長い間戸惑っていたら、見守りつつ、まま

-繋がったまちを車や人で、行き来して遊ぼ、う ごと遊びゃ散歩や探検、買い物、かくれんぼなど提案してみる。

5 ふりかえり・みんなのまちと一緒に写 -作ったものは持ち帰ってもいいが、帰るときに渡す。
真撮影・かたづけ (7分) -紹介することがうまくできなさそうであれば、支援者が少し

• 1 ~2人に作ったまちを紹介してもらう リードして促す。

-集合写真を撮る
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4)準備するもの

裏白ボール(まちの土台)・はさみ・カッター・

のり・ペン・セロテープ・ガムテープ・画用紙・

折り紙・はりがね・綿・わりばし・空き箱・プリ

ンのカップ・ペットボトル・ペットボトルのふた・

表題

血.支援実施と小考察
①工夫、②子どもたちの様子を武田が、③小考

察を浦崎が、④幼稚園で、の応用についての小考察

を武田が記述した。

1. トータル支援教室の実施(金画活動の展開と

支援の工夫)と小考察

( 1 )活動の場所に集まる

①工夫

制作は青い長方形(縦4m横 10m)のシート

上(写真 1)で行われた。

机と椅子という限定的な場よりもブ、ルーシート

という緩やかな場とすることで、自分のいやすい

場所で活動でき、見て自分の居場所がわかりやす

いよう配慮した。また、街づくりの際には他の子

どもの衝がよく見え、関わりにつながりやすいと

思われる。

集まるととが難しい場合は、無理せず、いやす

い場所にいてもいいので、始めることができる子

どもから個別に声かけしていく。

②子どもたちの様子

ブルーシートを敷いてそこに集まるとしたこと

で、活動する場所が見てわかりやすく、落ち着い

て始めることができた(図 1)。すぐに部屋に入

ることができない子どもたちもいたが、先に集ま

った子どもたちから今日の活動について話をし、

活動を始めてもらったので、集まるのに時間がか

かる子ど、もたちが部屋に入ってきたときに、活動

している子どもたちの様子を見て、興味老持って

自然な流れで活動に参加することができた。それ

ぞれ自分のペースに合わせたかたちで集団活動が

進んでいった。H児は部屋から出ていってしまい、

担当支援者Fと廊下や階段で遊んでいたが、支援

者と信頼関係が築けると安心ししばらくして部屋

に入り一緒に活動することができた。

-129-

図1 ブルーシートの上に集まる

③小考察

机やテーブルを使用して作業を行うことも可能

であるが、今回の取り組みは、図 1が示している

ようにブルーシートを使用して視覚的に取り組み

の居場所が分かり易く、かつ動き易さの効果があ

り、さらに他者の取り組みや作品が見やすい構造

であった。他者やその他者の取り組みを意識する

ことで「おもしろそうだ」、「やってみたい」等の

刺激を受けたり、楽しさを作り出す友だちへと意

識が向き、自然に他者との関わりが生まれる工夫

が施された。想定通りに子どもたちが導かれてい

った。しばらくして入ってきたH児との関わりに

おいても無理せず関わりを持ちながら時聞をかけ

たことが良かったと思われる。

④幼稚園での応用についての小考察

ブルーシートによる場の視覚的提示は幼児期の

子どもたちにおいても有効であると考えられる。

一斉にしっかりと集まって話を聞く姿勢を作って

から説明を開始するということが求めがちである

が、ここではあえて、開始を自由な雰囲気、わか

りやすい場の構造を作ることで、みんなで一斉に

行動するという枠組みを緩めて、しっかりと聞く

ことはできないが遊ぶ気持ちが高まっている子ど

もたちの「向かう力」を重要視したい。スムーズ

に集団活動に参加できる子どもも参加できない子

どももその子なりのペースでTSGの活動に参加

ができると推測される。

2)今日の活動内容を知る

①工夫

集まった子どもたちから順に今日の活動につい

て説明していく。

見てわかるように活動内容「みんなでまちをつ

くって遊ぼう」を掲示する。

興味やイメージを持ちやすいように家や車など

まちの見本を見せる。

②子どもたちの様子

半分の子どもたちは部屋の中に入りすぐにブル

ーシートに入ってくれたので、説明できる子どもた
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ちから順に説明を聞いていた。後から入ってきた

子どもたちは説明よりも実際に取り組みを行って

いる子どもたちの様子を見て今日の活動の内容に

ついて知り、担当支援者と一緒に取り組み始めた。

③小考察

始まり方は、みんなをーカ所に集めて一斉に

始めるやり方が一般的だが、様々な発達段階の子

どもがいるので、中には気持ちの準備ができてい

ない子、興味がまだわかない子もいるだろうと考

え、それぞれの子どものペースを尊重したことで、

活動に参加することが難しい子どもたちにとって

は、自分に合ったかたちとペースが認められ活動

に参加することができたと思われる。必ずしも進

行している支援者が取り組みを説明することでは

なく、そこでやるべきことがひと目で理解しても

らうことができ、興味をもってもらうことができ

たことが重要であったと考える。そのような取り

組みを行う場の雰囲気作りは、その後の子どもた

ちが自由に取り組みを行える自発性を引き出した

と考える。

④幼稚園での応用についての小考察

様々な発達段階の子どもたちを想定した取り組

みの開始の工夫は幼児においても比較的抵抗なく

取り組みへと移行できる方針である。また、幼児

にあったかたちとペースを尊重する姿勢、行うこ

とが見て分かり、興味をもってもらうことは可能

であると考えられる。その場の雰囲気に幼児も導

かれることが推測できる。このような取り組みは

特に幼稚園では遊びを中心とした健康、環境、人

間関係、言葉、表現の 5領域に効果的な教育的効

果が得られると思われることから TSGの3つ柱

の「安心できる雰囲気」の「場」を最初に作りたい。

3)まちをつくろう

まちの土台となる裏白ボールや材料を取り、そ

れぞれのグループに分かれてまちづくりをしよう。

①工夫

ブルーシートの外に置かれた 12枚の長方形

(縦 40cm横 60cm)の街のピースをとり、自分

のオリジナルの衝をピース上に立体的に作りあげ

ていく。見本となる衝を提示することで、まちの

イメージを伝えるようにし、さらに遊びに繋がる

要素として車等もその中に入れるようにした。街

のピース用紙を渡すときにできるだけペアになっ

てもらい、制作を通して関われるようにした。作

ることが苦手な場合は、見本の家や車を使ってま

ちづくりを始めたり、見本で遊ぶことから始めて

もいい。

②子どもたちの様子

多くの子どもたちが自ら材料を取りに行き、思

い思いの衝を作成し始めた(図 2)。衝を作ると

いうことがまだ難しい子どもたちもいたが、支援

者が促すと喜んで教材が置いてあるところに行

き、支援者のリードで、創作活動を進めていった。

活動に興味を示さない子、部屋に入って来ない子

もいたが、最終的にはみんな自分なりのかたちと

ペースで活動に参加することができた。街を作る

ための色々な素材があったことで、飛行機の好き

な子どもは、飛行機作りに適した材料を、物体を

使った制作が苦手で、あったり、想像的に作れない

子どもは感覚的な綿等で遊ぶ様子が見られた。ま

た、みんなと一緒に衝を作る輸に入れない子ども

は、それをみんなが作っている衝を観ることで参

加した。子どもとともにNO.lの街を探すことを目

的にした。

図2 グループでまちづくり

③小考察

それぞれ子どもたちの個性を活かした参加がで

きた。街のイメージが作れる子ども、街のイメー

ジが作れない子どもがいたが、街の見本を提示す

ることにより、個々の興味が掻き立てられた。図

2が示しているように「車Jは特に子どもたちに

とっては魅力的なアイテムであり、制作が好きな

子どもはそれを作る楽しみが生まれ、遊ぶことが

好きな子どもは最初から完成形に近い材料を車に

見立てて遊んだりすることができた。制作でも、

遊びでも、静的活動が好きな子どもも動的活動が

好きな子どもも、不器用な子どもも器用な子ども

でも、子どもの能力を含めどのような子どもでも

主体的に参加するかたちを作り出すことができた

と考える。

④幼稚園での応用についての小考察

ミニカーの好きな幼稚園児は多く、そのミニカ

ーを道路の上を走らせるイメージやまち自体にお

いても園児のイメージが湧きやすい。子どもたち

がワクワクと心と身体が躍り出すような仕掛けが
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「まちを作って遊ぼう」の企画の最大の魅力であ

る。衝を作るという創作的な要素と作ったもので

遊ぶという活動的な要素と両方の参加のかたちが

可能であり、どちらに時間をかけてもよいことが

園児に委ねられている。この園児に参加の仕方を

主体的に選んでもらう支援姿勢は幅広い子どもた

ちの実態を取り込むことでTSGの支援効果を子

どもたちに反映することができると考えられる。

4)それぞれのまちを合体させて、大きなまちで

遊ぼう

所定の場所でまちをつなぎあわせよう。繋がっ

たまちを車や人で行き来して遊ぼう。

-合体させた後も、作る作業を続けてもいい。

・遊びに使えそうな見本(車・人・動物・食べ物・

お金…)も用意

-どんなふうに遊ぶか長い間戸惑っていたら、見

守りつつ、ままごと遊びゃ散歩や探検、買い物、

かくれんぼなど提案してみる。

①工夫

みんなのまちとして、個々の制作したまちを合

わせることにより、各自が初めにピースを取った

場所にまちのピースを戻していく。それぞれ一人

ひとりのまちを繋ぎ合わせることで大きな共同の

まちができる。

②子どもたちの様子

まちが合わさるとそこにみんなが集まり、他の

子どものまちを車で行き来したり、鑑賞していた

り、雪を降らせて遊んだりする様子が見られた(図

3)。まちづくりのときにまちのイメージがわか

なかった子どもでもまちが合体して初めてまちに

作るものを具体的にイメージでき、創作を続ける

子どももいた。

図3 繋ぎ合わさったまちにみんなが集まる

③小考察

個々のピースを作っていた自分たちのまちがつ

なぎ合わせることにより、大きなまちが出来上が

ることで気づくと集団の場にみんなが集まり、遊

びを通したやりとりが生まれてくる仕掛けの効果
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が見られた。図3が示すようにみんな食い入るよ

うに覗き込んでいることから、それぞれがそれぞ

れのかたちで集団の場に集まることができたと考

えられた。ひとつのパーツのなかで取り組んでい

た子どもたちが、大きくなった衝を見ることで、

より一層楽しみが膨らんでいった。視覚的に大き

な衝を見ることで想像性が拡大した子どももいた

と考えられた。

④幼稚園での応用についての小考察

園児は小学生の子どもたちと比較して集団にス

ムーズに参加することができない子どもたちがい

る。小学生の子どもたちの参加の様子の報告に「イ

メージ、が湧かなった子どもでも街が合体して初め

て街に作るものを具体的にイメージでき、創作を

続ける子どももいた」とあるが、園児においても

街が合体して大きなものになることで新たなイメ

ージが湧くことが想定できる。取り組んでいると

きは一人で、夢中に作ったり、遊んでいたりしても、

それぞれの作品を合わせることで大きな街が作ら

れると、その大きな街に引き付けられて活動の参

加もダイナミックに展開される可能性がある。隣

の子どもの作品に目が行くこともあれば、その作

品を作っている子どもにも関心が向くことがある

と思われる。そこから子ども同士の関わりが生ま

れてくることが考えられる。自ずと健康、環境、

人間関係、言葉、表現からなる 5領域の発達的要

素が動き出すことをTSGでは重要視しているが、

そのような展開が幼稚園での取り組みでも想定さ

れる。

5)ふりかえり・みんなのまちと一緒に写真撮影・

かたづけ。

①工夫

集合写真を撮ることで、活動の終わりを意識し

スムーズに終われるようにする

②子どもたちの様子

活動の最後でのみんなのまちとの記念撮影は、

予想以上にスムーズに並び、活動の終わりを伝え

る効果は十分にあったように思える(図 4)。そ

の後、元の控え室に移動するがまちに対する執着

はその時点ではさほど見られなかった。部屋に戻

った子どもたちは、最初とは違い、それぞれの関

わりを楽しむかのように騒ぎ始めた。途中で、紙

芝居や絵本を初めと同様に読み始めると、席に着

きやはり吸い込まれるように、話に耳を傾けてい

た。帰りには、制作したまちを持ちかける子、パ

ーツを持ち帰る子、残った材料でオリジナルな乗

り物を造り出す子どもなど様々な主体的な行動が

見られた。
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図4 “みんなのまち"と記念撮影

③小考察

終了の切り替えに計画した写真撮影は、みんな

の取り組みを大きな声を張り上げて終了させる合

図を出すよりも、視覚的に示すようにカメラをも

って終了の声をかけることで、次に何をするのか

が分かり易かったと考えられる。写真を撮る行為

は日常的に経験してきたことであるため、集合を

することを知らせることにおいても分かり易かっ

たと考えられる。図4が示すようにみんなが集ま

り、ひとつの写真に収まったことは、それぞれが

のめり込んでいた各自の取り組みを終了させて集

まったことを示している。

④幼稚園での応用についての小考察

最後の集まりも工夫をすることが必要である。

できる限り楽しい雰囲気のままで終了させること

で、 TSGにおける体験をより良いものにすること

が可能となる。園児においてもカメラを向けられ

ることでその場で何を求められているのかが理解

できる。大きな声を張り上げることなく、楽しい

雰囲気のまま自ら場に集まることができる。園児

にとって自由度があって楽しい取り組みはず、っと

続けたくなるものであるからこそ、終わり方は重

要であると考える。この実践においては企画が終

わると元の控室に集まることができたが、園児で

も元の控室に戻ることができると推測される。活

動を通して楽しかった体験は、開始前に紙芝居や

絵本を読み聞かせを聞いた楽しい場にスムーズに

戻る要因となっているようであった。楽しかった

活動から楽しかった場所への移動は高まった気持

ちを落ち着かせる、情動の切り替えの要素となっ

ていくと推測される。

6)支援開始前

①工夫

子どもたちは保護者と共に受付を済ませた後、

子どもだけの控え室で集団活動が始まるのを待

つ。保護者は事前説明を受けるため別室へ移動す

る。控え室担当の支援者が、紙芝居や絵本を読む

などして子どもたちの不安や動揺を和らげ、安心

感を持って活動に移れるように配慮した。

②子どもたちの様子

多くの子どもたちは紙芝居や読み聞かせの絵本

に興味を持って、席に着いて楽しみながら聞くこ

とができた。

H児は、活動前の待合室に入室後から、支援者

Fにべったりで、他の子どもたちゃ紙芝居には全

く見向きもせず、支援者Fに「おいで」と言い、

すぐに待合室を飛び出してしまった。<部屋に戻

ろう>と声かけをしながら H児を追いかけるも、

追いかけっこをして楽しんでいるように逃げ、逆

効果た、った。支援者FがH児に追いつき、<さ

っきの部屋まで競争ね、よ~い、どん!>と言う

と、楽しそうに走りながら、待合室に戻っていっ

た。待合室に入ると、いすに座るよう促したが、

H児は首老振って、支援者Fを後ろまで引っ張っ

ていって地べたに座らせ、 H児はその膝の上に座

り、活動が始まるほんの少しの問、紙芝居を聴い

ていた。言葉は発しなかったものの、紙芝居の話

の展開に合わせて、支援者Fのほうを向いて驚い

た表情などを見せ、気持ちを共有しようとする様

子が見られた。

それから、 C児は母親から離れるとぐずり、絵

本や来ている人には興味があまりなく、机の上に

登りそこでゴロゴ、ロ寝そべっているのが印象的だ

った。何度机の上から下ろしてもよじ登りゴロゴ

ロ寝そべるのを繰り返しており、その行為が好き

なのだろうという印象を受けた。少しすると母親

を求めて大声で泣き出し、抱っこをしてあやそう

としても反り返り抱かせてくれず、一端母親のい

る部屋ヘ連れて行った。

③小考察

多くの子どもたちが絵本や紙芝居の楽しい雰囲

気のなかに入ることができた。支援者FとH児が

追いつき、慣れない場で、かつ、見通したがもて

ない取り組みのなかで、初めての人と関わること

になることを考えると最初のウォーミングアップ

は子どもたちをほぐすための重要な取り組みとな

ったと考える。その場とその時聞は子どもたちの

様子を捉える重要な場ともなった。
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紙芝居に関心のないH児で、あったが、支援者F

の膝の上に座ったりすることで支援者との関わり

で安心感を作ることができたと考えられた。 C児

は母親からスムーズに離れることはできず、不安

定になっているようであったが、母親から無理に
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引き離すのではなく、出入りを許容しながらゆっ

くりとその場で過ごせるように心がけていくこと

が求められる。

④幼稚園での応用についての小考察

TSGでは子どもたちが入ってきてすぐに活動が

始まるのではなく、企画が始まるまでの準備時間

が必要である。 TSGでは企画の開始時間の前後の

時聞を重要視している。集団での取り組みは前の

準備時聞からスムーズに取り組みに入っていくた

め、集団での企画の開始の時は子どもたちの気持

ちゃ身体は少しずつほぐれていく。子どもとの関

係性に基づき子どもと行動をともにする支援者あ

るいは子どもと子どもの関わりを繋ぐ支援者が子

どもたちの不安を受けとめながら援助することを

支援開始前は行っている。たとえ対象児が園児で

あっても時聞をかけて親との分離をゆっくりと待

つ姿勢がTSGにはある。 C児は 3歳児であるが母

親との分離を急がずに、母親との時聞を過ごすこ

とも大切な場の過ごし方として認めてあげること

で、ゆったりとした安心、安全な雰囲気を作ること

ができる。安全基地を安定させることで自ずと園

児の育ちと学びに結びつく取り組みゃ環境に興味・

関心を示し探索行動が生まれてくると思われる。

7)支援終了後

①工夫

紙芝居折り紙など子どもたちが保護者を待っ

ている問、遊んでいられるようなものを用意した。

②子どもたちの様子

A児は控え室で一番多きいキャスター付きの椅

子に座り、大きな態度を全面にだすようになる。

支援者Bが<まるで社長さんだね>というと、

周りの子も「社長、社長」と呼び始め、 A児自身

も気に入ったようで、笑みを浮かべ、他の子たち

と遊び始めた。支援者Bが大騒ぎする A児たち

を眺めていると、 A児が側に寄ってきて「兄弟げ

んかで慣れているから、心配しないで、本気で相

手していなし、からさ」と支援者Bの心配を和ら

げる声かけをしてきた。

一方、 H児は待合室には入らず、再び支援者F

を連れてエレベーターで遊び始めた。しばらくす

ると、 J児がH児と支援者Fに近づいてきた。 J

児は 2人に話しかけたが、 H児はJ児が来た途

端に口数が少なくなった。支援者Fは、 J児と H

児の接点を作ろうと、 J児の話をH児に振るなど

したが、口をつぐんだままだった。しかし、 J児

が待合室に戻った。そのあと支援者Fがり児6

歳だって」と言うと、 fHよりもお兄ちゃんだね」

という答えが、 H児から返ってきた。その後は、
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母親が迎えに来るまで再びエレベーターで遊んで

いた。

集団ではなかなか参加できなかった子が、子ど

もたちが少なくなった街の上空に飛行機を飛ばし

て遊ぶ姿が見られた。何人かの子は、自分が作っ

た街や車、建物を家に持って帰っていた。

③小考察

集団支援の終了後に、その活動の成果が見られ

ると考えられた。 A児は他の子どもたちとやりと

りが生まれたり、支援者Bに心配を和らげる言葉

をかけたり、自然なコミュニケーションが見られ

た。 H児は、支援者Fの働きかけにより J児と関

わることはできなかったが、支援者FがしたJ児

の話に fHよりもお兄ちやんだね」と、反応して

くれた。

また、子どもたちがいなくなるとまちのなかで

遊び出す子ども、自分が作った作品を持ち帰る子

ども、それぞれが、それぞれのかたちで楽しかっ

た取り組みの余韻を味わっているようであった。

終了後は子ども同士でやりとりが生まれたり、

支援員との話が膨らんでいく様子が見られたこと

から、集団企画の取り組みを通して個々の興味や

関心のなかで楽しく集団の場を共有し、心と身体

が自然と動き出す体験をすることができたと考え

られた。

④幼稚園での応用についての小考察

終了後に活動の場所から別の場に移動すると

いうことは活動で盛り上がった気持ちをクールダ

ウンすることができる。楽しい遊びは長く取り組

みたくなるもので園児の場合は時間の区切りをつ

けることが容易ではないと想像される。場を変え

ることで分かり易い環境を作るということは園児

にとっても気持ちを落ち着かせやすいと思われる

が、どのように導くかが重要で、ある。 TSGでは

企画の取り組みの前後に楽屋のような場所で楽し

い時聞を過ごせるように工夫をしている。その楽

屋が最初に紙芝居や絵本を読んでもらった楽しい

場所で居心地の良い場所であれば、すぐに子ども

たちはその場に戻ることが多い。園児の場合、楽

しかった企画の全体の取り組みを終えても興奮が

収まらなくなることが想定されるが、最初の楽し

かった楽屋に再び戻ることができれば、支援者が

大きな声を出して行動を止めたり、指示や注意し

たりせずに楽しかった場所から離れることができ

る。

取り組みの終了後、楽しかった余韻が残ること

でコミュニケーションが生じやすい。子どもたち

の興奮やその興奮の沈静化の浮き沈みの感覚や強
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さは個々の子どもたちによって違いがある。また、

活動の場に残って周りの子どもたちが控室に戻っ

たのちに、メインの活動の場で遊び出す子どもい

る。 TSGの活動から園児が園庭で遊ぶことをイメ

ージできる。そこは子どもたちにとって入っても

入らなくても良い集団の場である。参加の仕方に

自由度があることも園児にとって楽しめる要因と

なると考えられる。

N.総合考察
TSGによる企画「みんなのまちをつくって、あ

そぼう」による具体的実践を通した幼児教育への

方法論的検討として①幼稚園教育要領の 5領域の

ねらいに沿った位置づけの可能性の検討すること

を通して、「遊び」を通した幼稚園教育実践の幼・

小一貫教育に向けた可能性を検討する。

1. TSGの5領域への位置づけ

(1)健康

TSGでは支援者との関係性老基盤とすることで

不安が軽減される。支援企画「みんなのまちをつ

くって、あそぼう」の効果が発揮され、多様な子

どもたちを引き付け、みんなで一つの取り組みを

共有する楽しさや満足感に結び付いたと考えられ

た。一人ひとりの街を作り、それを繋ぎ合わせる

ことで大きな街が作られる。そのような繰り返し

により、 1)明るく伸び伸びと行動し、充実感を

味わう。 2)自分の体を十分に動かし、進んで運

動しようとする等の幼稚園教育要領のねらいを実

現できる。

(2)人間関係

支援企画「みんなのまちをつくって、あそぼう」

には多くの子どもたちは能動的に作品を作り、そ

れを用いて遊んだ。子どもたちが活動に参加する

ためには他者との関係性を形成するとともに、あ

る程度の時聞をかけてゆっくりと関わり導くこと

の必要が示された。その取り組みを通して他者を

意識し、他者との関わりが膨らんでいく要素があ

った。ともに楽しむことを通して自分で考え、自

分で行動する等の他者との関係性や関わりを基盤

として子どもたちが主体性を育んでいく姿が見ら

れた。 TSGではその子どもたちの主体性老「向か

う力」と表現して子どもたちの育ちと学びにとっ

て重要なキ一概念として位置づけている。幼稚園

教育要領では、 1 )幼稚園生活を楽しみ、自分の

力で行動することの充実感を味わう。 2)身近な

人と親しみ、かかわりを深め、愛情や信頼関係も

つことをねらいとするが、 1)のねらいにある「自

分の力で行動すること」は子どもたちの「向かう

力」の表れであり、 TSGの実践のなかで重要視し

ている能力であると考えられる。

(3)環境

集団の場にすんなりと入ることができない子ど

もたちも、子どもたちの興味や関心にそった働き

かけにより結果として集団の取り組みのおもしろ

さが目に映ったようで、あった。それぞれがそれぞ

れの担当の子どもの特徴を捉え、心境を察し、行

動の展開を見通し、見守った上で働きかけるタイ

ミングを探るという一連の共通の支援が見られ

た。支援者との関係性の形成を基盤とした上での

集団の場へ導く手助けが、子どもたちが集団企画

の環境に興味や関心を示し、楽しみの世界に子ど

もたちが入っていく大きな契機となっていた。

結果として最終的には集団に入らなかった子

どももいたが、「綿」を使って感覚的遊びゃ「雪」

や「雲」に見立てて遊ぶことができた。多様な材

料が準備されていたことも企画の効果を引き出す

ことに繋がった。幼稚園教育要領の環境のねらい

となる、 1 )身近な環境に親しみ、自然と触れ合

う中で様々な事象に興味や関心をもっ、 2)身近

な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、考

えたりし、それを生活に取り入れようとする等の

ねらいを実現できる。

(4)言葉

集団支援ならではの、一人ひとりの子どもの創

作や遊びが、それを見ている人を刺激し、取り組

みに活気が生まれていくプロセスが見られた。他

者と取り組みを共有することを苦手とする子ども

たちが、結果として共通の興味を膨らませること

ができる「集団の場」のなかに集団支援の効果が

あると考えられる。

「支援者Bが大騒ぎする A児たちを眺めている

と、 A児が側に寄ってきて『兄弟げんかで慣れて

いるから、心配しないで、本気で相手していない

からさ』と支援者Bの心配を和らげる声かけを

してきた」自分の考えていたことを話したりする

等、偶発的な体験に基づく言葉でのやりとりが見

られる。

TSGにおける楽しかったインパクトのある体験

が残ることによるコミュニケーシヨンが生じやす

い。発達段階によってはノンパーパルコミュニケ

ーションが見られるが、言葉あるいは言葉が生ま

れてくる基盤となるやりとりが拡がっていった。

幼稚園教育要領の言葉のねらいとなる、 1 )自分

の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう、 2)

人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したこ

とや考えたことを話し、伝え合う喜びを味わう等
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のねらいを実現できる。

(5)表現

他者との関係性により子どもの能動性を引き出

していくことで、活動への参加が子どもたちなり

の表現に繋がっていったプロセスを見ることがで

きた。ある子どもはとともにNo.lの衝を探すこと

を目的にすることで、まちを鑑賞する楽しさが生

まれた。支援企画「みんなのまちをつくって遊ぼ

う」において「まちを作って、遊ぶ」ということ

に加えて「作品を楽しく鑑賞」するという「誰か

と何かを共有する」楽しみのかたちを子どもとの

やりとりを通しての提案したことが子どもの能動

的な表現や参加のかたちへと結びついていった。

幼稚園教育要領の表現のねらいとなる、 1)いろ

いろなものの美しさなどに対する豊かな感性をも

っ、 2)感じたことや考えたことを自分なりに表

現して楽しむ等のねらいを実現できる。

2.幼稚園教育要領と小学校学習指導要領への位

置づけ

(1) TSGの目的と教育の目的への位置づけ

①子どもたちに楽しい世界を提供する。②安心

できる他者との関わりを育てる。③仲間と関わろ

うとする意欲を引き出す。④仲間と遊びを共有す

る経験を積み上げる(楽しい活動のなかでルール

を共有する。社会的振る舞いを学ぶ)という 4点

を集団支援活動の目的とする。特に浜田 (1999)

が述べている「力を使って生きる」ことへと繋げ

るための子どもたちの「手持ちの力を使う」体験

を積むことを大切にする。

以上の支援目的は「幼児は安定した情緒の下で

自己を十分に発揮することにより発達に必要な体

験を得ていくものである」、「幼児の主体的活動を

促し、幼児期にふさわしい生活が展開されるよう

にすること」、 2において「幼児の自発的な活動

としての遊びは、の調和のとれた発達の基礎を培

う重要な学習である」、「遊びを通しての指導を中

心として…(中略)ねらいが総合的に達成される」、

3において「幼児の発達は、心身の諸側面が相互

に関連し合い、多様な経過をたどって成し遂げら

れていくものであること」、「幼児一人一人の特性

に応じ、発達の課題に即した指導を行うようにす

る」としている(幼稚園教育要領、2008)。また、

第 2教育課程の編成には「幼稚園生活を通して、

生きる力の基礎を育成する」、「幼稚園はこのこと

により、義務教育及びその後の教育の基礎を培う

ものとするJ(幼稚園教育要領、 2008)と繋がる

ものである。
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また、 TSGの情緒の安定性と肯定的な自己意識

を育む効果があり、対人関係に関する苦手意識や

抵抗感を作り出す等2次障害を引き起こしやすい

子どもたちの「生きる力」に繋がる物事や人へと

「向かう力」を育むことができる。

(2) r遊び」を通した幼稚園教育実践の幼・小一

貫教育

TSGは「遊び」を中心とした活動を特別支援学

校学習指導要領の「自立活動」や小学校学習指導

要領における教育課程への位置づけを検討してき

た(武田、 2016;浦崎・武田 2016b)。特に特

別活動の実銭を行ったり、生活科による「遊び」

を活用した教育課程への位置づけを模索してきた

(浦崎・武田、 2016b)。また、国語や音楽や図

工においては幼稚園教育の言葉や表現の教育を受

けて、それぞれの教科教育を進めることが可能で

あり、そこでも「遊び」あるいは「遊び」の要素

を取り入れた教育実践を行えると考えられる。

幼児期から学齢期の発達に遅れのある子どもた

ちを対象にした TSGの支援企画の実践の検証を

通して、幼稚園教育要領の5領域に照らし合わせ

ることで、 TSGで積み上げてきた実践を幼児教育

の方法として実行性およびその効果の可能性に焦

点を当てて検討した。 TSGは小学校学習指導要領

においての「遊び」を活かした教育課程の検討お

よび実践を行ってきた経緯から幼児期の5領域と

の連動が可能である。

本研究において幼児期から学童期を対象にして

きた「トータル支援」の成果を幼稚園教育の5領

域への活用を検討することにより、幼・小の一貫

した移行期の教育への有効性老確認することがで

きた。今後、幼稚園から小学校への繋がりを意識

した「遊び」を通した教育実践の成果を積み上げ、

その意義と有効性をより明確にしていくことが必

要である。
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